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もうすぐ運動会
11月14日（土）の運動会に向けて、「子どもたちはみんな、大きな声、元気な声を出して

一生懸命練習しています」と校長先生から伺いました。欠席者数も、去年と比べて少ない

そうです。みんな頑張っていますね。応援には行けませんが、心の中で声援を贈ります。

「子どもサポート会議」の各部会が動き始めています

宮池小学校区なんでも相談窓口

半田市社会福祉協議会が相談窓口となって、８月か

らこれまでに電話やLINEによる相談が寄せられています。

よい方向へ向かいつつあるケースもあります。

勉強のこと、友達のこと、子育てのこと、ふだんの生活

での困りごとやちょっと気になることなど、どんなことでも気軽

にご利用ください。

ママたちのおしゃべり会

10月５日(月)、学校公開日に合わせて１回目の「ママ

たちのおしゃべり会」が開かれました。子育ての不安やスト

レス、心の中のモヤモヤなど、和気あいあいの楽しいおし

ゃべりができました。

ママたちに限らず、パパたちやおじいちゃん、おばあちゃ

んたちにも参加していただき、みんなが顔見知りになる機

会になるといいなと思います。お待ちしています。

子ども食堂「みやっ子サロン」

10月24日(土)、宮池会館でリハーサルを行いました。

調理を担当してくださるスタッフの方々や学校運営協

議会の関係者ばかりでなく、学区内の西宮区、西成岩

区、成岩４区、協和区の役員、半田南ロータリークラ

ブ、報道関係の方などにもご参加いただき、おいしいカレ

ーライスや野菜サラダ、デザートを試食させていただきまし

た。本番の11月28日(土)、参加を待っています。

もうすぐ運動会

おしゃべり会

30人分のカレーライスづくり



子どもの居場所づくり・就労支援

令和元年度の全国の不登校児童生徒状況が、10

月23日（金）に報道されました。小中学生合わせて過去

最多の181,350人(前年より16,744人増)とのことでした。

そんな中、10月30日(金)、第４回子どもサポート会議

で、半田市適応指導教室(マーキュリールーム)の早川

昌宏室長を講師にお招きし、「半田市適応指導教室の

活動と不登校児童生徒の未来について」をテーマに学

習会を行いました。マーキュリールームは、登校しづらい子どもたちの居場所として平成15

年に開室し、現在まで200名を超える小中学生が通っています。

学習会での一端を紹介します。

・子どもを「見つめる」ことは、「観つめる」「看つめる」「視つめる」「診つめる」こと。

・少しでも多くの人、多様な人と係わることが、自分をオープンにし、自信につながる。

・大人の都合による言動(夫婦喧嘩など)が、子どものエネルギ―を枯渇させる。

・「なぜ?」「どうして?」という原因追及をせず、「困っていることなぁい」「助けてあげ

られることなぁい」「こうなってくれるといいなぁ」というふれあいから始まる。

早川室長さんは、子どもたちにこんな思いで接し、「夢の国マーキュリーを創りたい」と熱く

語ってくれました。いい勉強になりました。

児童会と学校運営協議会の懇談会

後期児童会がスタートし、学校運営協議会と懇談会を

行いました。元気いっぱいの７名の新役員の皆さんと話し

合っていると、私たちも知らず知らずの内に若返り、元気い

っぱい、笑顔いっぱいになっていました。

新役員のキーワードは、「トライ！」のようです。児童

会、先生、保護者、地域の人たち、みんなで一緒にいろ

んなことにトライしたいという思いが伝わってきました。具体

的には、「コロナで頑張っている病院の方々を励ます手紙や募金はどうか…」「半

田商業高校が行っている学校周辺の清掃活動を、宮小でもどうか…」、「あいさ

つ運動」「ペア活動」などなど、実行に向けてトライしてくれると思います。

宮小応援団 遊具のペンキ塗り

応援団の皆さんが、

10月18日(日)、遊具や

鉄棒などのペンキ塗りを

行ってくださいました。

こんなにきれいになりま

した。ご協力ありがとうご

ざいました。

児童会役員の皆さんと

学習会

図案は宮小の先生による 高いところも念入りに


